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「
名
水
は
だ
の
富
士
見
の
湯
」の

指
定
管
理
者
が
決
定

新
た
な
西
公
民
館
の
使
用
料
を
決
定

議

案

審

議
議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載

（

）

答　
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
避
難
所

運
営
や
地
域
の
連
携
強
化
に
よ
る
要
配

慮
者
の
避
難
支
援
な
ど
に
努
め
て
い
く
。

五　
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
地
域
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
た
生
活
支
援
や
送
迎
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
拡
充
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
地
域
の
多
様
な
団
体
と
連
携
し
、

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
進
め
、

生
活
支
援
活
動
や
、
移
動
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
立
ち
上
げ
に
取
り
組
む
。

問　
市
長
は
、
戸
川
土
地
区
画
整
理
準

備
組
合
に
対
し
、
戸
川
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
会
と
の
合
意
書
の
締

結
に
向
け
て
支
援
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
準
備
組
合
で
は
、
考
え
る
会
を
含

め
た
多
く
の
権
利
者
の
意
見
・
要
望
を

確
認
し
て
い
る
。
市
は
そ
の
意
見
な
ど

を
尊
重
し
準
備
組
合
を
支
援
し
て
い
く
。

問　
国
道
２
４
６
号
バ
イ
パ
ス
建
設
で

は
、
市
内
に
７
つ
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削

す
る
が
、
本
市
の
誇
る
名
水
や
緑
豊
か

な
自
然
環
境
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
国
に
対
し
て
、
自
然
環
境
な
ど
に

影
響
が
な
い
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

一　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
を
目
指
す
こ

と
に
つ
い
て

問　
本
市
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
進
め
る
た
め

に
は
、
内
閣
府
が
示
す
未
来
都
市
の
選

定
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
新
総
合
計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
、

17
の
ゴ
ー
ル
を
横
断
的
な
視
点
で
整
理

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

二　
市
民
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

問　
世
界
各
地
に
ま
ん
延
し
、
刻
々
と

変
化
す
る
状
況
の
中
、
市
民
が
求
め
る

情
報
を
丁
寧
に
発
信
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
本
市
の
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
緊
急
情
報
メ
ー

ル
な
ど
に
よ
り
、
最
新
情
報
を
迅
速
か

つ
適
切
に
発
信
し
、
ま
た
、
外
国
籍
市

民
へ
も
分
か
り
や
す
い
説
明
に
努
め
る
。

三　
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

一　
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
安
倍
政
権
が
強
行
し
た
消
費
税
10

％
へ
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
市
民
の
家

計
も
経
済
も
落
ち
込
ん
で
い
る
。
施
政

方
針
に
、
市
民
の
お
か
れ
て
い
る
景
気

動
向
や
経
済
状
況
が
一
言
も
な
い
の
は

な
ぜ
か
。
ま
た
、
消
費
税
を
５
％
に
戻

し
、
市
民
の
暮
ら
し
を
応
援
す
る
政
治

の
実
現
が
急
務
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
施
政
方
針
は
、
本
市
の
経
済
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
た
予
算
案
を
基
に
、
市

政
運
営
の
基
本
方
針
を
述
べ
る
も
の
。

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
は
、
国
民
全
体

で
広
く
負
担
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

二　
平
和
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
米
国
は
、
新
小
型
核
を
搭
載
し
た

潜
水
艦
発
射
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
配
備
を

表
明
し
た
。
市
長
は
平
和
首
長
会
議
に

加
盟
し
て
い
る
が
、
こ
の
表
明
は
核
兵

問　
気
候
危
機
と
言
わ
れ
る
現
在
、
二

酸
化
炭
素
排
出
ゼ
ロ
の
宣
言
を
行
う
こ

と
で
、
環
境
対
策
に
効
果
的
な
取
り
組

み
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
他
市
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
着

実
に
実
行
で
き
る
取
り
組
み
を
環
境
基

本
計
画
に
位
置
付
け
て
い
く
。

問　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
二
酸
化
炭

素
削
減
や
地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
、
防
災
対
策
な
ど
に
も
効
果
が
あ
る
。

本
市
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
未
活
用
の
間
伐
材
の
有
効
活
用
を

進
め
、
豊
か
な
里
山
環
境
を
生
か
し
た

実
現
可
能
で
持
続
性
の
あ
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

四　
防
災
対
策
に
つ
い
て

問　
避
難
所
運
営
に
女
性
の
視
点
で
の

見
直
し
や
、
高
齢
者
な
ど
要
配
慮
者
の

避
難
体
制
整
備
が
必
要
だ
が
、
ど
う
か
。

器
廃
絶
へ
の
重
大
な
逆
流
だ
が
ど
う
か
。

答　
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
核
に
対
す
る
行

動
の
是
非
は
国
レ
ベ
ル
の
議
論
だ
が
、

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
の
実

現
は
、
国
民
の
切
な
る
願
い
で
あ
る
。

三　
未
来
へ
つ
な
ぐ
５
つ
の
重
点
事
業

に
つ
い
て

公  

明  

党　
　
山 

下　
博 

己

市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
へ
の
取
り
組
み
を

日
本
共
産
党　
　
露 

木　
順 

三

市
長
は
市
民
の
暮
ら
し
を
応
援
す
る
た
め

国
に
消
費
税
５
％
へ
の
減
税
を
求
め
よ戸川土地区画整理事業予定区域

木質バイオマスの利用推進を

議
案
第
16
号　
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

▼
要　
旨

　

名
水
は
だ
の
富
士
見
の
湯
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
が
令
和
２
年

９
月
末
で
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
事

業
者
を
公
募
し
、
秦
野
市
名
水
は
だ
の

富
士
見
の
湯
指
定
管
理
者
選
定
評
価
委

員
会
で
審
議
し
た
結
果
、
日
本
メ
ッ
ク

ス
株
式
会
社
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
す
る
も
の
。

　

な
お
、
指
定
期
間
は
、
令
和
２
年
10

月
１
日
か
ら
令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で

の
３
年
間
と
す
る
も
の
。

議
案
第
８
号　
秦
野
市
立
公
民
館
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

秦
野
市
立
西
公
民
館
を
西
中
学
校
多

機
能
型
体
育
館
内
に
移
転
す
る
こ
と
に

伴
い
、
そ
の
位
置
と
使
用
料
を
改
め
る

と
と
も
に
、
字
句
の
整
理
を
行
う
た
め
、

改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
規
則
で
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
な
ど

問　
今
回
、
市
へ
の
指
定
管
理
納
付
金

が
大
幅
に
減
額
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
と
感
じ
る
が
、
今
ま

で
と
同
一
の
事
業
者
が
選
定
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
指
定
管
理
期
間

を
３
年
間
と
し
た
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
指
定
管
理
期
間
を
５
年
間
と
す
る

考
え
も
あ
っ
た
が
、
指
定
管
理
者
選
定

評
価
委
員
会
か
ら
、
現
在
の
経
営
状
態

で
は
５
年
間
は
長
す
ぎ
る
と
の
意
見
が

あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
３
年
間
と
設

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
西
公
民
館
を
西
中
学
校
多
機
能
型

体
育
館
内
へ
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
、

使
用
料
を
引
き
上
げ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

利
用
者
数
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
新
た
な
西
公
民
館
は
多
用
途
に
利

用
で
き
る
部
屋
が
あ
り
、
他
の
公
民
館

よ
り
も
利
用
し
や
す
い
面
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
利
用
者
が
大
き
く
減
少
す
る
こ

と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
公
民
館
の
使
用
料
は
、
将
来
の
建

て
替
え
な
ど
を
考
慮
し
て
行
政
経
営
的

な
視
点
か
ら
算
定
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
が
、
「
公
共
施
設
の
利
用
者
負

担
の
適
正
化
に
関
す
る
方
針
」
に
よ
り

算
定
し
た
使
用
料
の
額
を
減
額
す
る
根

拠
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
減
額
に
つ
い
て
は
、
計
算
式
な
ど

に
よ
り
算
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、

令
和
２
年
１
月
に
策
定
し
た
「
更
新
後

の
公
共
施
設
に
係
る
使
用
料
の
額
の
算

定
に
関
す
る
基
準
」
に
基
づ
き
、
利
用

者
の
視
点
に
立
っ
た
上
で
の
調
整
を
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

定
し
た
。

要
望　
経
営
の
安
定
化
に
向
け
、
弘
法

山
を
訪
れ
る
ハ
イ
カ
ー
の
誘
客
や
レ
ス

ト
ラ
ン
の
魅
力
向
上
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
特
に
市
外
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ

に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

問　
オ
ー
プ
ン
以
来
、
赤
字
経
営
と
な

っ
て
い
る
が
、
当
初
か
ら
事
業
費
全
体

を
毎
月
の
指
定
管
理
納
付
金
で
回
収
で

き
る
計
画
で
あ
っ
た
の
か
。

答　
納
付
金
１
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、

建
物
の
建
設
に
か
か
っ
た
約
３
億
４
７

０
０
万
円
を
耐
用
年
数
の
31
年
間
で
減

価
償
却
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
設
定
し

た
も
の
で
あ
り
、
事
業
費
全
額
の
回
収

を
想
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

意
見　
現
在
の
経
営
状
態
が
続
く
中
で
、

指
定
管
理
者
を
指
定
で
き
る
こ
と
は
良

か
っ
た
が
、
指
定
管
理
期
間
が
満
了
す

る
３
年
後
に
新
た
な
事
業
者
が
決
ま
る

保
証
は
な
く
、
赤
字
経
営
の
解
決
に
向

け
早
急
に
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

納
付
金
の
１
万
円
へ
の
減
額
は
、
本

市
の
財
政
面
に
貢
献
す
る
と
定
め
る
条

例
に
反
す
る
た
め
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

年
間
約
６
千
万
円
の
赤
字
リ
ス
ク
を

３
年
間
は
回
避
で
き
、
よ
り
本
市
の
財

政
面
に
貢
献
す
る
事
業
者
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
） 「名水はだの富士見の湯」露天風呂

要
望　
利
用
者
を
増
や
す
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
安
定
的

な
収
入
確
保
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
も
使
用
料
が
高
く
な
ら
な
い
た
め

の
環
境
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

使
用
料
値
上
げ
は
、
公
民
館
利
用
団

体
の
負
担
を
重
く
し
、
社
会
教
育
法
の

目
的
に
反
す
る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　スマートフォンやタブレット
端末で手軽に読めるアプリ「マチ
イロ」で議会だよりを配信してい
ます。ぜひご利用ください。
※�アプリのダウンロード
は無料でできますが、
通信費は利用者負担と
なります。

　これまで、市役所本庁舎４階の奥に位置し、目に留まり
にくい場所にあった議会図書室を、同じく４階の、より気
軽に訪れやすい場所へと移転しました。ご利用される場
合は、議事政策課にお声かけください。
　今後も、議会活動や市政に、より関心を深めていただ
く取り組みの一つとして、議会図書室を充実させていき
ます。

議会図書室を移転しました！
～利用しやすくリニューアル～

西公民館が移転する西中学校多機能型体育館
完成予想図




